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ま
れ
LJ
か
っ
た
騒
曹
局
､
町
村
役
場
'
小
撃
梗
ー
魯
配

等
の
.諸
員
に
封
し
て
も
仰
せ
て
株
謝
の
意
を
表
し
度
-

皿
ふ
｡
(
昭
和
四
二

二
ェ
一
〇
)

褒
巧
文
献

(
光
二
)

①
保
柳
陸
弟

文
化
放
蹴

り
秋
冷
的
耶
兜

(地
刑
準
評
翰
節
玉
食
)

①
起
崎
煤
東
彼
杵
郷
訟

(長
峰
燐
光
彼
杵
部
数
背
骨
発
行
)

富

士

山

の

標

高

に

就

て

主
題
に
禍
し
て
は
新
聞
紙

の
歴
々
釈
尊
せ
る
虚
な
る
も
何
れ
も
正
約

を
批
-
も
の
あ
る
を
以
て
滋
に
大
正
十
五
年
州
虫
常
時

の
状
況
を
記

述
し
て
参
考
に
伽
せ
ん
と
す
｡

l
t

侵

蝕

作

用

だ

山
頂

富
士
山
は
熔
岩
癌
及
碑
屑
物
の
根
管
よ
り
成

り
山
容

は
整
然
ビ
し
て
雲
嚢
に
聾
え
'
其
の
最
大
傾
斜
線
は
封

数
曲
視
を
成
す
ビ
謂
ふ
も
山
暦
は
幼
年
期
に
屈
す
る
が

故
､
風
雨
氷
雪
の
破
壊
力
に
依
る
経
年
塵
化
叉
掛
か
ら

ず
､
大
正
十
五
年
震
災
緩
衝
測
量
潜
時
山
億
の
譜
瓢
に

於
て
は
毒
も
麺
化
を
認
め
ざ
ら
し
も
､
山
腹
の
小
富
士

及
不
評
ケ
岳
三
角
鮎
の
如
き
山
形
を
成
せ
る
者
は
其
損

の
砕
層
は
著
し
-
喪
失
し
標
石
を
露
出
す
る
に
至
ら
し

拭
+
:川
の
鍔
向
に
就

い
て

陸

地

測

量

部

む
､
其
畳
は
四
十
年
間
に
大
な
る
も
の
は
約

〇
'
六

〇

米
に
及
べ
る
者
も
あ
-
'
然
し
て
山
頂
の
岩
石
地
に
在

わ
で
は
基
準
ど
な
る
べ
き
標
識
物
な
き
を
以
て
､
骨
に

岩
石
の
崩
落
せ
る
驚
跡
に
依
り
浸
蝕
作
用
を
説
む
る
も

其
最
を
知
る
薪
能
は
ざ
-
し
な
遺
憾
ど
す
｡

二
､
従
衆
の
富
士
山
頂
標
高

従
凍
富
士
山
の
標
高
だ
し
て
は
陸
地
測
量
部
潜
行
地

閲
に
標
託
さ
れ
た
る
瑞
立
腰
高
三
七
七
八
米
を
以
て
せ

b
t
然
し
て
其
決
定
法
は
明
治
十
八
年
三
等
経
緯
儀
に

依
り
州
債
の
諸
瓢
よ
り
開
示
の
如
-
宮
城
法
に
依
る
間

接
水
準
測
量
を
以
て
光
づ
萄
富
士
山
四
等
三
角
鮎
の
標

三

三

五
コ
】



伯

叔

節
十
三
番

高
を
狩
出
し
p
次
で
明
治
二
十
年
測
岡
の
際
之
を
基
準

だ
し
て
平
板
測
間
道
線
法
に
依
-

;
頂
の
腰
高
を
決
定

せ

-
S

故

に

此
燭

光

綾

南

に

は

高
圧

十

五

度

乃

至

十

七

度
に
腰
す
る
LZ
折
係
数
の
常
否
及
平
板
測
閲
に
件
ふ
誤

差
を
含
有
L
t
叉
其
決
定
さ
れ
た
る
笹
位
は
米
に
止
ま

り
慌
て
次
項
に
示
す
新
設
三
角
鮎
の
慮
高
亡
は
大
い
に

其
締
姥
を
累
に
す
〇

三
'
新
設
富
士
山
三
角
瓢
の
摺
高

台
淡
山
頂
創

ケ
峰
に
は
其
腰
高
を
標
示
す

べ
き
三
角

鮎
の
無
か
わ
と

は
蓋
し
名
山
だ
し
て
誠
に
遺
憾
な
-
L

も
'
偶
掴
兼

大
地
震
あ
ゎ
之
れ
が
提
督
測
農
の
概
に
際

し
初
め
て
設
置
を
見
る
に
至
れ
り
｡

四
､
山
麓
放
出
腹
聖

二
角
瓢
新
薦
腰
高
の
比
較

新
嘗
標
高
決
定
の
基
準
だ
し
て
用
ひ
ね
る
譜
鮎
の
標

高
を
比
較
す
る
に
左
表
の
如
し
｡

瓢

名

新
枕
商

懲
柵
高

比
較
弟

僻

考

印

野
村

狭

市

丸

侶

髄
ケ
鵬
場

小

小
‥M

i
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未
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光
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減
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減
Q,10

節
三
雄

三

脚

玉
川

不
排
ケ
蒋

喜
八;:二
三

二
天
火.克

聯
0
tn幽

玄
'
儲
標
高
ビ
斯
様
高

新
設
三
角
瓢
の
標
高
ビ
簡
猫
立
標
高
だ
は
其
標
示
鮎

を
異
に
す
る
轟
前
述
の
如
し
.
故
にこ
新
設
三
角
瓢
の
標

高
に
前
記
○

｡
1
玉
来
を
加
用
し
て
新
山
頂
の
標
高
だ

し
､

之
を
曹
標
高
に
比
較
せ
ば
､

新
滞
高
は

1
､
五

六
米
低
下
せ
る
が
如
き
状
態
壁

不
す
､
此
数
畳
を
考
察

す
る
に
山
麓
及
山
腹
の
諮
鮎
の
此
較
差
は
前
表
に
元
す

が
如
-
.
測
定
許
容
誤
差
の
範
囲
に
あ
-
て
其
低
下
を

確
証
す
る
を
得
ず
､
之
れ
よ
-
推
考
せ

ば
山
頂

に
於
て

も
大
な
る
低
下
な
か
る

ぺ
L

J.
澗
て
測
定
鎮
ま
-
考
ふ

る
に
嘗
標
高
は
簡
易
法
に
接

-
且
っ
卒
淑
測
閲
の
結
果

を
併
用
し
て
其
決
定
単
位
を
米
もこ
止
む
､
之
れ
に
加
ふ

る
に
四
十
年
間
の
崩
落
醇
化
も
亦
不
問
租
す
る
能
は
す

故
に
此
等
を
給
食
す
れ
ば
此
差
違
は
許
容
轟
度
の
者
に

屈
し
恐
ら
-
富
士
山
の
沈
降
を
澄
す
る
者
に
非
ざ
る
ペ

し
〇

六
､
測
最
登
山
の
概
況

山
寵
に
於
け
る
三
角
瓢
の
捜
査
作
業
も

一
段
落
を
告

げ
た
る
大
正
十
五
年
六
月
十
七
:
登
山
に
は
荷
早
た
る



も
創

ケ
峰
貸
地
踏
査
の
必
嬰
に
迫
ら
れ
ー
須
走
〓
三
各

日
(標
高
二
三
〇
〇
米
)
小
尾
を
出
磯
し
嶋
々
た
る
残
雪

史
飴
の
中
を
頂

上
指
し
て
罫
埜
す
､
此
日
天
気
晴
朗
に

し
て
風
は
凪
ぎ
山
頂
は
目
随
に
あ
れ
共
入
各
日
よ
-
紘

所
謂
胸
突
八
丁
急
峻
に
し
て
､
班
雪
は
愈
々
堅
-
な
ら

し
を
以
て
用
意
せ
る
圃
匙
に
依
-
足
掛
け
を
作
-
つ
ゝ

五
時
間
草
に
し
て
北
側
頂
上
に
逢
す
'
此
日
携
帯
せ
る

気
魔
計
は
三

〇
〇
〇
米
に
し
て
其
機
能
を
失
ひ
､
容
朱

の
稀
薄
の
庇

か･,
噂
す
に
件
ひ

一
歩
に

一
服
し
域
望
深
-

現
れ

る
石
室
の
屋
上
に
於
て

.I
息
す
､
之
れ
よ
り
外
輪

山
を
西
に
数
丁
凹
等
三
角
鮎
の
捜
査
を

終
-
創

ケ
峰
に

向
ふ
p
峰
の
斜
面
は
雪
頗
る
堅
か
ら
し

も
携
行
せ
る
悪

口
に
依
-
難
L･4
-
山
頂
を
極
む
る
を
得
た
-
'
然
し
て

山
嵐
の
雪
は
風
の
為
め
概
ね
拭
は
れ
山
麓

に
僅
か
の
霧

を
諦
め
光
る
の
み
に
て
橡
定
の
調
査
を
終
る
革
む
得
'

蹄
格
は
外
輪
山
を
東
に
廻
-
大
官
口
頂
上
漆
間
醐
配
に

登
る
P
同
朋
は
凹
地
に
し
て
残
雪
相
性
-
鳥
居
の
.頂
を

認
む
る
の
み
に
し
て
此
巌
よ
-
噴
火
口
の
内
側
懸
崖
を

望
め
ば
直
径
八
飴
の
氷
柱
無

数
に
垂
れ
壮
絶
を
極
め
装

束
凄
烈
た
る
を
物
語
る
P
此
時
よ
り
天
は
次
第
に
暗
-

筒

i
i
山

の
城
山ポーに
就

い
て

西
ら
-
に
し
て
濃
霧
ピ
突
風
に
宴
は
れ
水
井
ビ
機

中,弊

び
つ
つ
北
口
頂
上
に
至
-
板
切
れ
に
坐
し

)
束
に

千
飴

米
を
､3,号

宿
僻
地
に
蹄
著
し
村
た
る
は
痛
快
な
わ
き
O

観
測
作
業
は
山
頂
に
於
け
る
天
候
の
静
穏
な
る
七
月

下
旬
よ
り
八
月
上
旬
を
撲
み
p
七
月
二
十

一
日
-;
頂
に

到
着
せ
-
p
時
恰
も
登
山
の
盛
期
に
際
し
山
頂
の
石
宴

(
遊
舘
)
は
邪
各
を
極
め
居
-
し
な
以
て
浅
間
帥
政
の
東

方
高
地
な
る
基
の
河
原
に
至
-
堅
牢
な
る
容
倉
庫
の

一

隅
に
幕
僚
せ
-
'
天
荘
内
の
岩
石
は
頗
る
暖
か
-
時

々

蒸
気
を
吐
き
出
し
恰
も
暖
盛
装
促
を
施
せ
L
が
如
-
､

棲
宿
に
は
好
都
合
な
-
L
も
乗
願
は
凡
五

〇
C
粍
に
し

て
沸
騰
鮎
低
-
飯
は
常
に
牛
衆
に
し
て
初

め
は
苦
痛
を

戚
じ
花
-
､
山
頂
に
於
け
る
薪
炭
は
山
麓
の
部
落
よ
り

運
搬
す
る
も
補
充
困
難
な
る
が
故
中
腹
の
枯
木
を
採
取

せ
し
め
ん
だ
外
輪
山
の
外
側
を
下
ら
し
め
L
に
p
間
も

堤
-
軸
索
さ
れ
た
る
金
剛
杖
を
給
ひ
脆
め
大
東
だ
L･.
し

負
ひ
裸
た
-
是
よ
り
薪
の
補
充
は
容
易
ビ
L･i
れ
-
､
斯

-
し
て
山
頂
に
棲
宿
す
る
革
十
飴
日
'
白
雲
は
常

に
山

聴
智

園
ら
し
時
に
は
昭
風
に
選
ら
れ
山
頂
を
襲

ひ
渦
巻

-
壌
雲
は
岩
頭
に
砕
け
署

F々,J
し
て
凄
然
鬼
気
迫
る
が

三氾

五
五



地

球

航
十

三
塘

如
き
光
兼
を
皐
す
る
諦
め
-
L
も
.
八
月

山
口
作
業
を

漸
-
終
り
荷
物
の

一
部
は
板
を
利
用
し
機
に
擬
し
御
殿

場
口
よ
り
下
れ
b
｡

標
高
決
定
に
闘
し
て
は
吋
成
近
距
離
の
謬
鮎
よ
り
誘

求
す
る
を
粘
度
上
有
利
だ
せ
L
も
'
山
腹
の
諦
瓢
よ
-

は
山
の
肩
に
遮
ら
れ
完
全
な
る
硯
迫
を
得
ら
れ
ず
､
故

に
聞
示
の
如
-
富
士
白
山
を
伸
介
ビ
し
て
山
麓
の
甜
鮎

に
閥
聯
せ
し
め
､
三
等
経
緯
儀
を
以
て
直
聞
及
反
成
法

に
依
る
厳
密
間
接
水
準
測
畳
に
依
り
富
士
HI
三

角
郵
撹

■__I;

餌
三
雄

三
3L;

五

六

高
だ
し
て
三
七
七
六
､

二
九
米
を
得
た
-
'
然
し
て
根

石
上
面
を
最
高
頂
k
,同

i
水
準
面
に
あ
ら
し
め
､
共
棲

高
を
し
て
直
に
山
頂
の
塵
高
を
嚢
現
せ
し
ひ
る
を
理
想

だ
せ
L
も
'
三
角
鮎
敷
地
の
摘
係
上
条
-

一
致
せ
L
斬

る
轟
能
は
す
｡
富
士
山
最
高
頂
は
本
三
角
鮎
の
北
方
約

十
米
を
隔
つ
る
絶
壁
損
に
し
て
其
此
高
は
〇
､

1
玄
米

な
-
O

次
に
新
嘗
穂
高
の
決
定
闘
係
を
閲
示
す
れ
は
左
の
如

.し

0

'･T

t

-


